
 

二
月
十
一
日
に
住
み
よ
い
菊
川
を
つ
く
る
会
主
催
の
ハ
イ
キ

ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会
と
は
、
菊
川

四
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
出
発
地
点
か
ら
、
目
的
地
で
あ
る
四
熊
ヶ
嶽

下
権
現
広
場
を
ハ
イ
キ
ン
グ
で
目
指
す
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
目
的
地

に
て
ぜ
ん
ざ
い
や
バ
ザ
ー
で
出
し
物
を
食
べ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や

も
ち
ま
き
等
も
楽
し
め
ま
す
。 

 

今
回
雨
天
時
に
は
、
会
場
が
菊
川
市
民
セ
ン
タ
ー
に
な
る
予
定

で
し
た
が
、
当
日
は
雨
も
少
量
で
、
例
年
通
り
、
四
熊
ヶ
嶽
下
権

現
広
場
に
て
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

そ
の
よ
う
な
天
気
の
中
で
も
１
６
０
名
を
超
え
る
参
加
者
が

訪
れ
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

４
月
～ 

新
刊
文
庫
リ
ス
ト
（
誰
で
も
借
り
ら
れ
ま
す
） 

 

三
月
十
日
（
日
）
に
、
山
口
県
健
康
福
祉
祭
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
山
口
ス
ポ
ー
ツ
文
化
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

健
康
吹
矢
の
部 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
競
技 

高
年
女
子
に
お
い
て
、

川
鍋
登
美
子
さ
ん
が
第
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。 

 

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
と
は
、
先
の
丸
い
安
全
な
吹
矢
を
パ
イ
プ
に

押
し
込
み
、
四
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
め
が
け
て
吹
き
、
百
点
満

点
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
ゲ
ー
ム
の
ス
リ
ル
と
爽
快
感
が
楽
し

め
、
腹
式
呼
吸
の
応
用
で
胃
腸
消
化
も
良
く
な
り
、
中
高
年
者

の
健
康
維
持
に
も
効
果
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

川
鍋
さ
ん
は
、
菊
川
市
民
セ
ン
タ
ー
の
定
期
利
用
団
体
で
あ

る
「
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
ク
ラ
ブ
」
に
所
属
し
て
お
り
、
日
々
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
興
味
を
持
ち
、
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
・
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
菊
川

市
民
セ
ン
タ
ー
（
６
２
―
２
８
０
１
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。 

 

四
月
に
二
回
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
日
及
び
期
日
前
投
票

期
間
、
投
票
所
、
投
票
時
間
に
つ
い
て
は
左
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

投
票
日
及
び
期
日
前
投
票
期
間 

◎
山
口
県
議
会
議
員
一
般
選
挙 

 

・
投
票
日 

 

四
月
七
日
（
日
） 

 

・
期
日
前
投
票
期
間 

 

三
月
三
十
日
（
土
）
～
四
月
六
日
（
土
） 

◎
周
南
市
長
選
挙
及
び
周
南
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙 

 

・
投
票
日 

 
 

 

四
月
二
十
一
日
（
日
） 

 

・
期
日
前
投
票
期
間 

 
 

四
月
十
五
日
（
月
）
～
四
月
二
十
日
（
土
） 

投
票
日
の
投
票
場
所
及
び
投
票
時
間 

◎
富
岡 

菊
川
市
民
セ
ン
タ
ー 

七
時
～
二
十
時 

◎
四
熊 
四
熊
市
民
セ
ン
タ
ー 

七
時
～
十
八
時 

◎
小
畑 

小
畑
小
学
校 

 
 

 

七
時
～
十
七
時 

◎
加
見 

菊
川
市
セ
加
見
分
館 

七
時
～
二
十
時 

◎
川
曲 

東
荘
寺
本
堂 

 
 

 

七
時
～
十
六
時 

◎
中
野 

中
野
消
防
セ
ン
タ
ー 

七
時
～
十
八
時 

 

￥ 

 

世帯数 3,273
人口 7,979
男 3,861
女 4,118

 

 

 

書　名 著者名

フォルトゥナの瞳 百田尚樹

看護師も涙した老人ホー
ムのすてきな話

小島すがも

樹木希林１２０の遺言 樹木希林

一切なりゆき 樹木希林

沈黙のパレード 東野圭吾

宝島 真藤順丈

ニムロッド 上田岳弘

１R１分３４秒 町屋良平

それまでの明日 原尞

あなたがとってもかわいい みやにしたつや



かわいい笑顔を集めてみました。掲載可能な写真がありましたら、 

一言コメントを添えて広報部（菊川市民センター内）までご連絡ください。 

日本廻国碑（奥四熊 布峠） 

戦
後
の
混
乱
が
終
わ
り
、
高
度
成
長
に
入
る
頃
で
も
旅

を
楽
し
む
こ
と
は
難
し
く
、
旅
の
情
報
は
出
版
物
で
あ
っ

た
。
但
し
、
学
生
は
時
間
が
あ
る
が
、
金
が
な
い
の
で
「
無

銭
旅
行
」
や
「
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
」
な
ど
が
流
行
し
、
北
海

道
で
は
、
夏
休
み
に
「
カ
ニ
族
」
と
言
わ
れ
た
若
者
が
出

現
し
、
安
宿
の
「
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
」
は
、
大
自
然
を
求

め
て
混
雑
し
た
。
菊
川
の
遺
物
を
見
る
と
、
江
戸
時
代
の

後
半
に
な
る
と
、
庶
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
爆
発
し
、
伊
勢

参
り
を
中
心
に
関
西
に
は
旅
を
し
て
い
る
。
上
野
八
幡
宮

に
集
め
ら
れ
た
各
部
落
の
「
御
千
社
」
の
祠
に
、
そ
の
情

熱
が
凝
縮
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
奥
四
熊
（
布
峠
）
に
は
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一

六
年
）
に
建
て
た
日
本
廻
国
碑
が
存
在
す
る
。
四
熊
村
行
者 

蓮
乗
が
、
法
華
経
を
日
本
全
国
六
十
六
州
の
霊
場
に
納
め
る

為
に
諸
国
を
行
脚
し
て
、
目
的
を
達
成
し
た
記
念
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
人
は
、六
十
六
部
と
呼
ば
れ
た
廻
国
聖
ま
た
は
、

遊
行
僧
で
あ
る
。
仏
像
や
経
巻
を
納
め
た
厨
司
を
背
負
い
、

鉦か
ね

や
鈴
を
鳴
ら
し
、
米
銭
を
乞
い
な
が
ら
行
脚
す
る
。
服
装

は
鼠
色
の
木
綿
で
あ
り
、
強
靭
な
意
志
と
体
力
を
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
、
納
経
を
す
べ
て
遂
行
出
来
た
者
は
、
極
め

て
希
で
あ
っ
た
。 

 

目
的
は
、
懺
悔

ざ

ん

げ

や
善
行
で
の
法
華
滅
罪
と
豊
穣

ほ
う
じ
ょ
う

の
祈
り 

あ
る
。
中
に
は
、
藩
主
の
命
を
受
け
、
国
家
繁
栄
や
安
寧

も
祈
願
し
た
。
中
国
路
は
備
後
尾
道
浄
土
寺
、
芸
州
厳
島
、

防
州
新
寺
（
高
森
極
楽
寺
）、
長
州
一
ノ
宮
（
下
関
住
吉

神
社
）
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。 

 

旅
は
、
世
間
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人
に
支
え

ら
れ
、
助
け
ら
れ
る
経
験
を
す
る
。
途
中
で
体
力
が
尽
き
、

そ
の
地
で
埋
葬
さ
れ
、
所
持
金
で
供
養
塔
が
作
ら
れ
、
台

座
に
生
国
、
氏
名
、
没
年
月
な
ど
が
彫
ら
れ
た
も
の
が
近

隣
に
存
在
す
る
。
ま
た
、
行
方
知
ら
ず
に
な
っ
た
者
は
、

故
郷
の
人
達
が
出
発
の
日
を
命
日
と
し
て
祀
っ
た
も
の

も
あ
る
。
近
隣
の
岩
国
に
は
、
滞
在
中
に
死
亡
し
、「
死

ん
だ
ら
桜
の
木
の
元
に
埋
葬
し
て
く
れ
」
と
頼
ま
れ
、
現

在
は
桜
地
蔵
と
し
て
供
養
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
廻
国

途
中
で
立
ち
寄
っ
た
寺
院
が
気
に
入
り
、
一
生
を
そ
の
寺

で
過
ご
し
た
者
も
い
る
。 

   

 

今
回
は
、
下
上
地
区
に
あ
る
「
田
中
医
院
」

と
加
見
地
区
に
あ
る
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
万

年
青
」
の
理
事
長
、
田
中
琢
磨
さ
ん
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。 

‐こ
ん
に
ち
は
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

‐ご
出
身
は
？ 

 

高
校
生
ま
で
は
広
島
で
育
ち
ま
し
た
。
そ

の
後
大
学
に
入
っ
て
か
ら
は
十
年
間
福
岡

で
過
ご
し
ま
し
た
。
二
年
前
か
ら
こ
ち
ら
で

生
活
し
て
い
ま
す
。
祖
父
が
こ
の
地
に
田
中

医
院
を
開
業
し
、
小
さ
い
頃
は
よ
く
菊
川
に

遊
び
に
来
て
い
ま
し
た
。 

‐菊
川
で
働
い
て
み
て
い
か
が
で
す
か
？ 

 

菊
川
の
方
々
は
、
人
と
人
と
の
関
係
性
が

近
く
、
温
か
い
人
柄
で
あ
る
と
い
う
印
象
を

持
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
小
さ
い
頃
に
遊
ん

で
も
ら
っ
て
い
た
方
が
、
患
者
さ
ん
と
し
て

当
医
院
を
訪
ね
て
来
て
頂
い
て
い
る
の
は

嬉
し
い
で
す
ね
。
昔
受
け
た
恩
を
少
し
ず
つ

で
も
返
せ
て
い
る
よ
う
な
気
に
な
り
ま
す
。 

‐内
科
を
専
門
に
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
そ
の
理
由
は
？ 

 

幼
い
こ
ろ
か
ら
、
大
病
院
に
勤
務
す
る
の

で
は
な
く
、
一
地
域
を
支
え
る
医
師
で
あ 

っ
た
祖
父
の
背
中
を
見
て
育
ち
、
同
時
に
そ

の
あ
り
方
に
あ
こ
が
れ
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
外
科
医
に
は
大
勢
の
人
間
と
機
材
で
病

気
に
立
ち
向
か
う
と
い
う
魅
力
が
あ
り
ま
す

が
、
反
面
一
人
で
は
行
え
な
い
と
い
う
問
題

が
あ
り
ま
す
。
一
地
域
を
支
え
る
と
い
う
面

で
は
内
科
医
が
適
し
て
お
り
、
自
分
の
あ
こ

が
れ
と
合
致
し
て
い
る
点
か
ら
内
科
を
専
門

に
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
内
科
は
外
科
よ
り
も
長
い
期
間
患

者
さ
ん
と
接
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
点

で
も
魅
力
的
で
し
た
。
悩
み
や
不
安
を
抱
え

る
患
者
さ
ん
の
相
談
に
長
い
期
間
乗
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。 

‐こ
れ
か
ら
の
季
節
で
気
を
付
け
る
病
気
、
ま

た
そ
の
対
処
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？ 

春
先
な
の
で
花
粉
症
が
す
ぐ
に
頭
を
よ
ぎ

る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
風
邪
に
も

気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
春
先

は
急
に
暖
か
く
な
り
、
寒
暖
差
に
よ
る
影
響

で
免
疫
力
が
落
ち
て
い
ま
す
。
当
た
り
前
の

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
食
前
の
手
洗
い
を

必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
食
前
の
手
洗
い
は

う
が
い
よ
り
も
大
事
で
す
。 

‐診
察
に
来
ら
れ
る
方
や
地
域
の
方
に
お
伝

え
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

 

 

父
が
体
調
を
崩
し
て
い
た
時
は
、
田
中
医

院
が
二
日
に
一
度
し
か
開
い
て
お
ら
ず
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
去
年
の
四
月
か

ら
毎
日
（
日
曜
・
祝
日
除
く
）
開
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
駐
車
場
に
関
し
て
は
こ
れ
か
ら

広
く
し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
も
う
し
ば

ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

 

バ
ス
を
使
用
し
、
頑
張
っ
て
当
医
院
ま
で

来
て
い
た
だ
く
の
は
大
変
あ
り
が
た
い
の

で
す
が
、
訪
問
診
療
も
し
て
い
ま
す
の
で
、

一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
万
年
青
を
受
け
入
れ

て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
に
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
都
会
の
方
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

が
近
く
に
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
反
対
さ
れ

る
人
が
多
い
中
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
万
年
青

は
地
域
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

‐本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
万
年
青
ふ
れ
あ
い
祭
り
の
様
子
） 

昨
年
度
も
多
く
の
活
動
を
地
域
の
方
た
ち
と
行
い
ま
し
た

の
で
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ 

～
西
部
地
区
（
菊
川
・
富
田
・
福
川
・
桜
田
・
和
田
）
～ 

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
と
は
、
身
近
な
地
域
で
子
育
て
や 

家
庭
教
育
の
相
談
に
の

っ
た
り
、
親
子
で
参
加

す
る
様
々
な
取
り
組
み

や
講
座
な
ど
の
学
習
機

会
、
地
域
の
情
報
な
ど

を
提
供
し
た
り
し
て
い

る
チ
ー
ム
で
す
。
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
協
力 

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
声
か
け

く
だ
さ
い
。 

  

 

あんり ちゃん （５歳） かんな ちゃん （４歳） 

元気いっぱいの 

のんちゃんが大好き！ 

のぞみ ちゃん （２歳） 

全国を旅する 

僧、行者 

医
療
法
人 

田
中
医
院 

院
長 

第 
 

 田
中 

琢
磨 

先生 

これからも元気に 

仲良く遊んでね！ 

思いやりのある 

優しい子に育ってね！ 

菊川中：立志式 

 

菊川小：昔の遊び 

 


